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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

腫瘍周辺の酸化ストレスの指標となる 8-ヒドロキシ -2 ’-デ オキシグアノシン（ 8-OHdG）に
結合する分子標的 DNAリガンドの探索を行った。その結果， 8-OHdGと 特異的に結合する 26塩

基の共通配列が見出され，8-OHdGに 対する解離定数が約 100μ Mであることが分かった。この

共通配列を SPRセンサープローブと組み合わせることにより，腫瘍周辺の酸化ストレスの評

価が可能と考えられる。  

腫瘍マーカー検出のモデルとして，プローブ型 SPRセンサーを用いて，血漿中の IgGの検出

を行なった。ブロッキング方法の検討を行なった結果，フィブリノーゲンでセンサー表面を

ブロッキングすることで，最も非特異的な吸着を抑制できることがわかった。このブロキン

グ方法を用いた場合の血漿中 IgGの測定の検出下限は 100 µg/ml程 度であった。  
低分子マーカー用センサーの開発として腫瘍周辺のグルコースを検出する SPRセンサーの開発

を行った。今年度は，グルコース酸化酵素（GOD）とトリンダーズ試薬を組み合わせたグルコースの

検出について，従来のペルオキシダーゼを加える場合と加えない場合の反応系を比較した。その結果

，ペルオキシダーゼを加えない場合においてもグルコース検出の可能性があり，反応系の簡略化が期

待できることがわかった。 

 

 

 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 

10. キーワード 

  (1) バイオセンサー            (2) 腫瘍マーカー              (3) がん            

  (4) グルコース                (5) 表面プラズモン共鳴（SPR） (6) 手術           

  (7) 診断                      (8)                                        (裏面に続く) 



11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 

  ＵＲＬを記載すること。 

 

 

 


